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岐筋神経の単一電気刺激に応答した 132 個の三叉神経中脳路核ニューロンの伝導速度は 12-72m/sec
???
の範囲にあり， 36-72m/sec に大きなピークと 12-36m/sec に小さなピークのある 2峰性の分布を示し
た。これら三叉神経中脳路を走る峻筋筋紡錘からの求心性神経線維は伝導速度および岐筋への機械的
刺激に文ける応答性により，伝導速度が12-36m/sec, 36-54m/sec および54-72m/sec のものの 3 つの
神経線維群に区分することが出来た。伝導速度が54-72m/sec の求心性神経線維をもっ感覚終末は岐
筋への機械的刺激および SCh に対する感受性が比較的高いことから 1 次終末，伝導速度が12-36m/ 
sec の求心性神経線維をもっ感覚終末はこれらの刺激に対する感受性が低いことから 2 次終末である
と考えられる。なお，これら伝導速度が54-72m/sec および 12-36 m/sec の神経線維は全求心性神経
線維の約35% を占めた。一方，伝導速度が36-54m/sec の求心性神経線維をもっ感覚終末ほ岐筋への
機械的刺激および SCh に対する感受性が比較的高いものと低いものが存在し， これらの終末を伝導
速度のみから 1 次および 2 次終末の 2 群に区分することは困難であった。これらの感覚終末を 1 次お









感覚終末はそれぞれ 1 次および 2 次終末であると考えられる。一方，伝導速度が36-54 m/sec の求心
性神経線維をもっ峻筋筋紡錘感覚終末は伝導速度のみで 1 次および 2 次終末に分類することは出来な
かったが，日交筋への振動刺激あるいは SCh に対する感覚終末の感受性を考慮すれば 1 次および 2 次
終末が混在することが明らかとなった。
論文の審査結果の要旨
本研究は岐筋中の筋紡錘一次および 2 次感覚終末の生理的特性を感覚終末からの求心性神経線維の
伝導速度および岐筋への機械的刺激に対する応答性，更に神経線維の直径分布より分析したものであ
る。この研究結果により岐筋中の伸張受容器と四肢筋中のものとの生理的性質の相違が明確にされた。
この点，この論文は口腔生理学的に極めて価値ある業績として評価できる。よって本研究者は歯学
博士の学位を得る資格があると認める。
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